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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つの液晶パネルの中の少なくとも一つの画素が、表示素子としてのサブ画素と、少な
くとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中の表示素子以外の
部分を含み
　前記液晶表示素子以外のサブ画素または前記表示素子以外の部分の液晶分子が、前記表
示素子としてのサブ画素の液晶分子と異なる配向動作をするように液晶分子の配向動作制
御手段を有し、
　前記液晶表示素子が、垂直配向（ＶＡ）型であり、
　前記表示素子としてのサブ画素は電源ＯＦＦでは液晶分子が垂直配向し、ＯＮでは前記
少なくとも一方の偏光板の吸収軸に対して平行以外の方向に向きを変え、
　一方で前記少なくとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中
の表示素子以外の部分は電源ＯＦＦでは液晶分子は垂直配向し、ＯＮでは前記少なくとも
一方の偏光板の吸収軸に対して３°乃至０°に液晶分子が向きをなすことを特徴とする液
晶表示素子。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中の表示
素子以外の部分が、ホモジーニアス配向又は垂直配向（ＶＡ）型であることを特徴とする
請求項1記載の液晶表示素子。
【請求項３】
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　前記少なくとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中の表示
素子以外の部分に配置された液晶分子は、前記表示素子としてのサブ画素に配置された液
晶分子と異なる配向動作をするように構成されることを特徴とする請求項1記載の液晶表
示素子。
【請求項４】
　前記表示素子としてのサブ画素は、ＲＧＢの各画素からなることを特徴とする請求項1
記載の液晶表示素子。
【請求項５】
　前記表示素子以外のサブ画素は白色又は着色され、前記表示素子以外の部分は前記表示
素子としてのサブ画素と同じ着色がされていることを特徴とする請求項1記載の液晶表示
素子。
【請求項６】
　１つの液晶パネルの中の少なくとも一つの画素が、表示素子としてのサブ画素と、少な
くとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中の表示素子以外の
部分を含み
　前記液晶表示素子以外のサブ画素または前記表示素子以外の部分の液晶分子が、前記表
示素子としてのサブ画素の液晶分子と異なる配向動作をするように液晶分子の配向動作制
御手段を有し、
　前記液晶表示素子が、ツイストネマチック（ＴＮ）型であり、
　前記表示素子としてのサブ画素は電源ＯＮでは液晶分子が電力力線に沿って立ち上がり
、ＯＦＦでは液晶分子が偏光板間でツイスト配向し、
　一方で前記少なくとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中
の表示素子以外の部分は電源ＯＮでは液晶分子は電力力線に沿って立ち上がり偏光板の吸
収軸に対して６°乃至０°になるように液晶分子が向きをなし、ＯＦＦでは液晶分子はホ
モジーニアス配向をなすことを特徴とする液晶表示素子。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中の表示
素子以外の部分が、ホモジーニアス配向又は垂直配向（ＶＡ）型であることを特徴とする
請求項6記載の液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、視野角制御可能な液晶表示素子及び視野角制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示素子は、低電圧での駆動が可能であり、ワードプロセッサ、パーソナル
コンピュータのディスプレイ等に使用されている。このような液晶表示素子は、基本的に
基板表面の一様な配向処理が施され、均一な表示を実現している。このため、素子を観察
する方向によって表示の見え方が変化する、いわゆる視覚依存性を有する。例えば、ＴＮ
及びＳＴＮモードの液晶表示素子における液晶シャッターの光透過や光遮断の原理は、棒
状の液晶分子の配向方向を利用した光の方向制御により行なっている為、視野角が狭い欠
点を有する。
【０００３】
　このような液晶表示素子の視覚依存性を改善する視野角制御技術が提案されている。典
型的な例として、特開平９－１９７４０号公報は、２枚の液晶ディスプレイを重ね合わせ
て、コリメートされた光を入射する視野角制御構造を有する液晶表示素子を挙げている。
【０００４】
　以下、本従来技術に記載された液晶表示素子により視野角が制御される手順を説明する
。
【０００５】
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　図１Ｂ及び図１Dは、２枚の液晶ディスプレイを重ね合わせで、コリメートされた光を
入射するタイプの液晶表示素子の概略断面図である。まず、コリメートされた光が第一液
晶パネル１に入射する。液晶表示パネル１は、従来の液晶パネルと同じものであり、表示
するための画像を映し出す。次いで、第一液晶パネル１から出射した光は、次に第二液晶
パネル２に入射して、第二液晶パネルにより透過と散乱が制御される。透過の場合は、狭
視野角表示となり、散乱の場合は、広視野角表示となる。第一液晶パネルとしてはＴＮ液
晶パネル、第二液晶パネルとしては高分子分散液晶パネルを用いることが多い。第二液晶
パネルに高分子分散液晶パネルを用いた場合、図１Dに示されるように電圧を印加しない
ときは、高分子の中に分散している液晶ドロップレット中の液晶分子はランダムな向きを
有するので、入射してきた光は表面透過光６ａとほぼ同様の輝度で散乱（６ｂ、６c）す
る。この場合の輝度と視野角の関係をグラフで表すと図１Ｃのようになる。一方、図１Ｂ
に示されるように、電圧を印加したときは、高分子の中の液晶ドロップレットの液晶が電
気力線に沿って並ぼうとするために光は抜けて透明となる。もともとコリメートされた光
が入射してくるため、第二液晶パネル２に電圧を印加して狭視野角表示にしたときの輝度
と視野角の関係をグラフで表すと図１Ａのようになる。このように従来技術は、視角に対
する輝度を制御することで、視野角に対する制御が行われる。
【０００６】
　この様な従来技術においては、蛍光灯からの光をコリメートさせるための部品や、余分
に高分子分散液晶パネルを重ね合わせることが必要になるため、製造コストが高くなる。
【０００７】
　次に、従来例として、特開平２００４－３２５５６３号公報に記載された技術について
説明する。
【０００８】
　この従来例は、垂直配向モードにおいて、電極構造を変えることにより視野角を制御す
る。電極を分割して電極間に形成される開口部の間隔を偏った構成とし、電気力線の形を
変えることで輝度を制御して視野角を変更する。このような発明の欠点としては、電極の
形は製造段階で決まってしまい、パネルを形成した後では変更できないため、いくつかの
電極の形を組み込んだ画素を作りこみ、最適な視野角特性のパターンの画素を選択し、そ
れ以外の画素は表示しないため、光効率が悪くなる。また、視野角制御の効果も上記公報
の〔００２５〕段に開示されている通り、最大輝度が一方向にずれるだけであり、それ以
外の方向については効果は期待できない。
【０００９】
【特許文献１】特開平９－１９７４０号公報
【特許文献２】特開２００４－３２５５６３号公報
【特許文献３】特開２００１－１６６３０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、このような従来技術における問題を解消し、通常は従来どおり広視野角表示
ができ、必要なときに視角を振った方向から光が漏れることによりコントラストを下げて
視野角を狭めることができる液晶表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、１つの液晶パネルの中の少なくとも一つの画素が、表示素子としてのサブ画
素と、少なくとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中の表示
素子以外の部分を含み、
　前記少なくとも１つの他の部分の液晶分子は、前記表示素子としてのサブ画素の液晶分
子と異なる配向動作をするように配置されている
ことを特徴とする液晶表示素子である。
【００１２】
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　本発明は、１つの液晶パネルの中の少なくとも一つの画素が、表示素子としてのサブ画
素と、少なくとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中の表示
素子以外の部分を含み、
　１つの液晶パネルの中に表示素子以外に、コントラスト調整のための液晶分子の配向動
作制御手段を有し、
　前記少なくとも１つの他の部分に、前記配向動作制御手段により少なくとも一方の偏光
板の吸収軸に対して３°乃至０°又は６°乃至０°の角度に傾くように液晶分子が配置さ
れている
ことを特徴とする液晶表示素子である。
【００１３】
　本発明は、少なくとも一画素中に、表示素子としてのサブ画素と、少なくとも１つの表
示素子以外のサブ画素又は表示素子としてのサブ画素中の表示素子以外の部分を配置し、
ここで、前記配置は、前記表示素子以外のサブ画素または前記表示素子以外の部分の液晶
分子が、前記表示素子としてのサブ画素の液晶分子と異なる配向動作をするように設定さ
れ、
　前記表示素子としてのサブ画素及び前記表示素子以外のサブ画素又は前記表示素子以外
の部分に対する電界のＯＮ又はＯＦＦにより視野角制御をおこなう
ことを特徴とする液晶表示素子の視野角制御方法である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、上記従来技術のように光をコリメートする部材を要せず、かつ液晶パネルを
２枚重ねることなく、液晶パネル１枚で済み、かつ従来のバックライト方式でも動作する
ため、コストを下げて安く量産することも可能である。更に、本発明においては、使用者
が画素にかかる電圧を制御することにより、使用者にとって最適の視野角制御の程度を細
かく調節できる利点も有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　すでに幅広く使用されている広視野角技術に、垂直配向によるＶＡモードや上下基板間
で液晶分子が９０°ねじれて構成されるツイストネマチック（ＴＮ）モードがある。ＶＡ
モードは、電源オフ時には液晶分子が垂直な配列を行い、電源オン時には液晶分子が水平
な配列に変化し、視野角が向上される。ＴＮモードは、電源オフ時には液晶分子が水平に
配向されノーマリーホワイトとなり、電源オン時には液晶分子が電力力線に沿って立ち上
がる。両者とも、通常視野角を広くして使用したいときには、そのままＶＡモード及びＴ
Ｎモードの特長を生かして表示させれば問題はない（図２Ｄ）。次に、視野角を狭くした
いときは覗き込む角度を正面から振った時に液晶パネルから光が漏れるようにすればコン
トラストが低下するため、映像は見えにくくなる。しかし、狭視野角の調整をしても正面
からの映像のコントラストを下げることは避けなければならない（図２Ｂ）。
【００１６】
　そこで、本発明の一実施態様のＶＡモード及びＴＮモードの液晶ディスプレイの構造に
おいては、通常は１画素中にＲＧＢという３つのレジストを塗布したサブ画素（以下「Ｒ
ＧＢ画素」という。）を１つの単位とするが、さらにＲＧＢとは視野角特性が異なるＷの
サブ画素（レジストなし（白）或いは色つきどちらでも構わない）（以下「Ｗ画素」とい
う。）を付け加えた４色の画素を１つの単位とする。
【００１７】
　ＶＡモードの場合、通常の広視野角表示のときは、ＲＧＢ画素の表示で映像を映し出し
、Ｗ画素はＯＦＦ状態にしておく。そうすると、従来の垂直配向方式によるパネルと同等
の視野角特性を得ることができる。次に、狭視野角表示のときは、ＲＧＢの３画素の表示
で映像を映し出した上に、４番目のＷ画素をＯＦＦからＯＮにする。Ｗ画素には他のＲＧ
Ｂ画素と異なる視野角特性を持たせることで視野角制御が可能となる。
【００１８】
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　ＴＮモードの場合、通常の広視野角表示のときは、ＲＧＢ画素の表示で映像を映し出し
、Ｗ画素はＯＦＦ状態にしておく。そうすると、従来の視野角特性を得ることができる。
次に、狭視野角表示のときは、ＲＧＢの３画素の表示で映像を映し出した上に、４番目の
Ｗ画素をＯＦＦからＯＮにする。Ｗ画素には他のＲＧＢ画素と異なる視野角特性を持たせ
ることで視野角制御が可能となる。
【００１９】
　つまり、Ｗ画素の液晶分子が電界により倒れる方向を他のＲＧＢ画素の液晶分子が電界
により倒れる方向（通常は偏光板の吸収軸と４５°なす）と異なる方向（偏光板の吸収軸
と平行）にすることでＲＧＢとは異なる光学特性を持たせることができる。このように、
電界をかけることにより、ＲＧＢ画素の液晶分子と異なるＷ画素の液晶分子の配向動作に
より、Ｗ画素にＲＧＢの画素と異なる光学特性を持たせてコントラストの制御を行うこと
により視野角が制御される。ただし、ＲＧＢの１サブ画素の中に通常は表示に使われる偏
光板の吸収軸と４５°に倒れる領域と、視野角制御に使われる偏光板の吸収軸と平行に倒
れる領域の両方を持たせることでＲＧＢのサブ画素の通常の表示機能に加えてＷ画素と同
等の視野角制御機能を持たせることによりＷ画素を省略することも可能である。
【００２０】
　本発明においては、上記少なくとも１つの表示素子以外のサブ画素又は表示素子として
のサブ画素中の表示素子以外の部分を、液晶表示素子がＶＡモードの場合にホモジーニア
ス配向型又は垂直配向（ＶＡ）型とし、ＴＮモードの場合にホモジーニアス配向型又は垂
直配向（ＶＡ）型とすることが可能である
【００２１】
　図２Ａは、狭視野角表示にしたときのコントラストと視野角のグラフを示す。図２Ｂは
、液晶表示パネル１０のＷ画素からの出射光により視野角が狭められている状態を示す。
図２Ａは図２Ｂに対応し、図２Ｂのパネル中央のＲＧＢ画素からの出射光（網掛け矢印１
２）に対する図２Ａの対応する部分はコントラストのピークを形成する。白矢印１１は入
射光、砂掛け矢印１３はＷ画素を経由した出射光を示す。参照番号１０は液晶パネルであ
る。このように、パネルの斜め両サイドにおいて砂掛け矢印１３の出射光の存在によりＲ
ＧＢ画素よりの出射光のコントラストが低下する。本発明では、視角に対するコントラス
トを制御することで視野角の制御を行う。図２Ｃは、通常の広視野角表示にしたときのコ
ントラストと視野角のグラフである。図２Ｄは、液晶表示パネル１０への入射光及び出射
光の状態を示す。図２Ｃは図２Ｄに対応し、図２ＤのパネルのＲＧＢからの出射光１２は
、図２Ａのようにコントラストのピークを形成することなく、広範囲の視野角が得られて
いることを示す。
【００２２】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施例について説明する。なお、本発明は下記実施
例に限定されるものではなく、本特許請求の範囲に規定された範囲において種々修正及び
変更を加えることができることは明らかである。
【００２３】
　本発明では、少なくとも１つの画素中に、通常３色のレジストを塗布したＲＧＢ画素と
、レジストのないＷ（白色又は着色）画素を合わせた少なくとも４種類のサブ画素を１つ
の単位として構成する。例えば、図３に示されるように、ＲＧＢの各画素とＷ画素を２ｘ
２で並べる構成が効率的である。しかしこれは一例であり、必ずしもこの例に固執するも
のではない。
【実施例１】
【００２４】
　図４Ａ及び図４Ｂは、垂直配向（ＶＡ）方式での液晶の動作を示す断面図である。本実
施例においては、垂直配向方式を採用しているので、図４Ａに示されるように、電源がＯ
ＦＦの時は電界が存在しないので液晶分子２０は基盤２１に対して垂直に配向している。
偏光板２２は、液晶を挟んでクロスニコルに貼り付けて置くので、偏光入射した光はリタ
デーションがなく通過するため黒となる。そこに電源をＯＮにして電界Ｅを与えると、液
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晶分子は負の誘電率異方性をもつので、電気力線に対して垂直になろうとするために、そ
の液晶分子は図４Ｂに示されるように基板に対して平行（０°）になるように配向する。
【００２５】
　さらに、本発明では、ＲＧＢ画素の液晶分子とＷ画素の液晶分子は、電源をＯＮにした
ときの配向方向に違いがあるので、その点について以下に説明する。
【００２６】
　図５Ａ乃至Ｄは、１つの画素を俯瞰したときのＲＧＢ画素とＷ画素の電源がＯＦＦの場
合とＯＮの場合の液晶分子の配向の仕方を示す概略上面図である。左側の図５Ａ及び５Ｂ
はＲＧＢ画素、右側の図５Ｃ及び５ＤはＷ画素の液晶分子に、電界ＥがＯＮ、ＯＦＦした
場合の液晶の動作方向を示している。ここで、実線の矢印と破線の矢印は、偏光板の吸収
軸を表している。
【００２７】
　ＲＧＢ画素についての図５Ａ及び図５Ｂについて説明する。電源がＯＦＦのとき（図５
Ａ）は、垂直配向しているため液晶分子は○に見えるが、ＯＮのとき（図５Ｂ）は、偏光
板の偏光板の偏光軸について４５°になるように、液晶パネル内に構造物を立てたり、ス
リットを設けたりして液晶分子を配向させるようにしておく。こうすることで、液晶分子
の配向方向が偏光板の吸収軸に対して角度を持たせることにより、入射した偏光にリタデ
ーションを持たせることができ、対向の偏光板から光が漏れて広視野角な映像を映し出す
ことが出来る。
【００２８】
　Ｗ画素についての図５Ｃ及び図５Ｄについて説明する。Ｗ画素の液晶分子の配向方向は
、電源ＯＦＦのとき（図５Ｃ）は、垂直配向しているため液晶分子は○に見えるが、ＯＮ
のとき（図５Ｄ）は、偏光板の吸収軸について平行又は垂直になるように液晶分子を配向
させるようにしておく。通常広視野角モードとして使用する場合はＷ画素をＯＦＦにして
おけばＲＧＢ画素により従来の垂直配向パネルと同等の視野角特性を得ることができる。
狭視野角にしたい場合には、電界をかけることで液晶分子を偏光板の吸収軸に平行或いは
垂直方向に配向させることで、例えば、図５Ｄの場合には、点線矢印に沿って入射した偏
光にリタデーションが発生しないので光が漏れてこないものの、それ以外の方向には（特
に実線矢印方向）に沿った視野角では入射した偏光にリタデーションが発生するのでＷ画
素から光が漏れてくるためコントラストが低下する。
【００２９】
　もし、ある方向から見えてしまうことが問題となる場合には、例えば、隣の別のＷ画素
については、電源ＯＮのときに実線矢印に対して平行になるように、つまり点線矢印に対
して垂直になるように設定することにより、２つの画素がそれぞれリタデーションが発生
しない（光が漏れてこない）方向を打ち消しあい、それにより左右上下どの角度からも光
が漏れてくることになり、視野角を完全に制御することも可能である。もちろん、正面か
ら見た場合には、どちらに配向させたタイプのＷ画素でもリタデーションが発生しないた
めに光がほとんど漏れず、コントラストは保持できる。
【００３０】
　上記結果から、本発明は視野角制御技術としては従来に無い特徴を有しており、特に新
たな部品や製造プロセスを変更することが無い上に液晶パネルを重ねる必要も無いので、
製造コストを大幅に削減することができる。さらに、Ｗ画素は、電圧に応じて液晶分子の
配向方向を制御できるので、視野角制御の程度を電気的に調整することも可能になるとも
に、Ｗ画素の面積や数を設定することによる視野角制御の調整も可能である。これは、パ
ネル設計者や使用者が自由に環境や好みに応じて調整できるという、本発明の大きな利点
である。
【００３１】
　以下、上記本実施態様の視角特性制御のシミュレーション結果について説明する。シミ
ュレーションは、シンテック社製液晶光学素子シミュレータＬＣＤ Ｍａｓｔｅｒを用い
た。
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【００３２】
　上記実施態様における上下基板は、厚さ０．７ｍｍのガラス基板、光学設計はΔｎｄ＝
０．５６とし、負の誘電率異方性液晶（Δε＝－４．１）を用い、偏光板の偏光軸をそれ
ぞれ４５°と１３５°に定義した。そこに３．３Ｖの電圧をかけたときのコントラストを
算出した。ＲＧＢ画素は、電圧がかかったときに定義上９０°の方向に液晶分子が倒れる
ように設定し、Ｗ画素は上下２つの偏光板の偏光軸と平行に（定義では４５°と１３５°
の２方向）倒れるように設定した。
【００３３】
　図６は、ＲＧＢ＝３．３Ｖ、Ｗ＝０Ｖのときの視野角に対するコントラスト特性を示す
。すなわちＲＧＢ画素のみＯＮで、Ｗ画素がＯＦＦの場合である。図７は、ＲＧＢ＝３．
３Ｖ、Ｗ＝３．３Ｖのときの視野角に対するコントラスト特性を示す。すなわち、ＲＧＢ
画素及びＷ画素の両方がＯＮの場合である。縦軸にコントラスト特性、横軸に視野角を示
す。各グラフ曲線は０、１０、２０、３０、４０、５０、６０°の極角の場合の各結果を
示す。
【００３４】
　上記結果から、Ｗ画素のＯＮとＯＦＦを切り替えることで、正面のコントラストの低下
を最小限にしておきながら、極角方向の視野角に対するコントラストが大きく低下してい
ることが分かる。
【００３５】
　これらの結果は一例であり、設計するときにＷ画素の面積の最適化を行うことができ、
さらに使用者がＷ画素にかかる電圧の大きさをコントロールすることで、使用者にとって
最適な視野角制御の程度を細かく調節できる点が、本発明の大きな利点として挙げられる
。
【００３６】
　図８は、Ｗ＝３．３ＶのときのＷ画素における偏光軸と液晶分子のなす角に対する正面
のコントラスト特性を示す。縦軸にコントラスト率、横軸に偏光軸に対する液晶分子の角
度を示す。偏光軸と液晶分子の倒れる方向のなす角を０°としたとき、すなわち平行のと
きのコントラストを１とし、前記角が１乃至７°の場合のコントラスト特性を示す。
【００３７】
　本発明の性質上、Ｗ画素に電圧をかけたときの液晶分子が倒れる方向は、偏光軸に対し
て平行であることがもっとも優位な効果をもたらす。しかしながら、図８より明らかなよ
うに、前記角が０°（平行）からずれるにしたがい、正面のコントラストが低下する傾向
が見られる。図７を参照すると、１０°極角方向のコントラストが約１００－２００の間
であることを考慮すると、図７では正面のコントラストが８００であるから、コントラス
ト１００を保持するためには、少なくとも偏光軸と液晶分子の倒れる方向が３°以内であ
ることが望ましい。
【００３８】
　以上より、本発明においては、Ｗ画素における液晶分子の傾きが偏光軸に対して３°乃
至０°の範囲であることがもっとも好ましい。
【００３９】
　尚、本発明においては、上記において表示素子としてＲＧＢ画素を用いたが、他の色の
画素を表示素子として用いることも可能である。
【実施例２】
【００４０】
　本実施態様においては、ＴＮモードを採用する。本モードでは、ＲＧＢ画素の液晶分子
とＷ画素の液晶分子の配向方向に違いがあるので、その点について説明する。
【００４１】
　図９Ａ乃至９Ｄは、１つの画素を俯瞰したときのＲＧＢとＷ画素の電源ＯＮの場合とＯ
ＦＦの場合の液晶分子の配向している様子を示す概略上面図である。左側の図９Ａ及び図
９ＢはＲＧＢ画素、右側の図９Ｃ及び図９ＤはＷ画素の液晶分子に、電界ＥがＯＮ、ＯＦ
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Ｆした場合の液晶の動作方向を示している。ここで、実線と点線は偏光板の吸収軸を表し
ている。
【００４２】
　ＲＧＢ画素についての図９Ａ及び図９Ｂについて説明する。電源がＯＮのとき（図９Ａ
）は、液晶が立ち上がるため○に見えるが、ＯＦＦのとき（図９Ｂ）は、偏光板の吸収軸
（ラビング方向）に沿って配向させるようにしておく。図９Ｂに示されるように、ＴＮモ
ードのＲＧＢ画素の液晶分子配向は電界ＯＦＦの時は９０°ツイストしておりノーマリー
ホワイトとなっている。電界ＯＮの場合には、図９Ａに示されるように、電界に沿って立
ち上がる方向に配向動作する。一方、図９Ｃ及び図９Ｄにおいては、Ｗ画素の液晶分子配
向方向は電解ＯＦＦの時、ラビング方向が平行でホモジーニアス配向しているため液晶分
子はツイストしない。電界ＯＮの時は、電界に沿って立ち上がる方向に配向動作する（図
９Ｃ）。
【００４３】
　通常モードとして使用する場合は、Ｗ画素をＯＦＦにしておけばＲＧＢ画素により従来
のＴＮ方式パネルと同等の視野角特性を得ることが出来る。狭視野角にしたい場合には、
Ｗ画素の電界をＯＮすることにより、液晶分子が立ち上がる方向に配向動作する。これに
より、例えば、図９の場合には、点線矢印に沿った視野角では入射した偏光にリタデーシ
ョンが発生しないので光が漏れてこないものの、それ以外の方向には（特に実線矢印方向
）に沿った視野角では入射した偏光にリタデーションが発生するのでＷ画素から光が漏れ
てくるためコントラストが低下する。
【００４４】
　もし、ある方向から見てしまうことが問題である場合は、例えば隣の別のＷ画素を次は
実線矢印に対して平行になるように、つまり点線矢印に対して垂直になるように電界ＯＦ
Ｆの時に配向させておくことで、２つの画素がそれぞれリタデーションが発生しない（光
が漏れてこない）方向を打ち消しあうことで左右上下どの角度からも光が漏れてくるため
、視野角を完全に制御することも出来る。もちろん正面では、どちらに配向させたＷ画素
でもリタデーションが発生しないため、光が漏れてこないのでコントラストはキープでき
る。
【００４５】
　液晶パネルの製造方法については、従来の方法を用いることが出来るが、本実施態様の
場合、ＴＮモードを採用するため、ＲＧＢ画素は９０°ツイスト（図９Ｂ）するのに対し
てＷ画素はツイスト０°（ホモジーニアス）（図９Ｄ）にしなければならない。従って、
カラーフィルタ側かあるいはＴＦＴ側のどちらか一方をＲＧＢ画素とＷ画素のラビング方
向を９０°変更しなければならない（図９Ｅ及びＦ中の黒矢印）。これを実現すために、
ＲＧＢ画素のラビング処理は、図９Ｅに示すように上下基板でクロスした方向になされる
のに対して、Ｗ画素の場合は、図９Ｆに示されるように上下基板で平行な方向になされる
。現在多く用いられているラビング技術によれば、各画素に一様な配向しか得られないた
め、ＲＧＢ画素とＷ画素との間に異なる配向を形成させる技術が必要となる。このような
配向技術として、例えば、特開２００１－１６６３０９号公報に開示されている配向分割
技術が挙げられる。以下、この配向分割技術について説明する。
【００４６】
　図１３は、本技術で対象とする液晶表示素子の製造方法を説明するための概略図である
。参照番号３１は液晶分子が配向可能な膜が成膜された配向膜、３２は透明基板、３３は
マスク、３４はマスク３３を用いた光照射工程において光が照射されない第１の配向処理
部分、３５は上記工程において光が照射される第２の配向処理部分、３６は光源である。
以下、図１３を参照しつつ、配向分割技術について説明する。
【００４７】
　図１３Ａに示されるように、透明基板３２上に形成された配向膜３１に、１回目のラビ
ング処理を行う。次に、図１３Ｂに示されるように、マスク３３を介してＤｅｅｐ－ＵＶ
、ＵＶ又はＨｅ－Ｎｅレーザー等の光源３６から光照射を行い、配向膜３１に、光の照射
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されない部分である第１の配向処理部分３４と、光の照射された部分である第２の配向処
理部分３５を形成する。ここで、第１の配向処理部分３４は、光が照射されていないため
、１回目のラビングで発現したプレチルト角を保持するが、第２の配向処理部分３５は、
光が照射されるため、配向膜１の分子鎖が分解、重合又は異性化を起こしプレチルト角が
変化する。次いで、図１３Ｃに示されるように、上記１回目のラビング方向とは異なる方
向から1回目より弱い２回目のラビング処理を行う。これにより、異なるプレチルト角を
持った第１の配向処理部分４と第２の配向処理部分３５に、１回目と異なるラビング条件
で２回目のラビング処理を行うことで、第１の配向処理部分３４と第２の配向処理部分３
５のプレチルト角発現方向が異なり、配向分割処理が可能となる。
【００４８】
　以下、上記実施態様の視角特性制御のシミュレーション結果について説明する。シミュ
レーションの条件は液晶が正の誘電率異方性を持つこと以外は実施例１と同様である。
【００４９】
　図１０は、ＲＧＢ画素のみに電界をかけた場合の、視野角に対するコントラスト特性を
示す図である。図１１は、ＲＧＢ画素及びＷ画素ともに電界を場合で、２つのＷ画素がそ
れぞれリタデーションが発生しない（光が漏れてこない）方向に振り分けた時の視野角に
対するコントラスト特性を示す図である。これらの結果より、極角０°のコントラストは
キープできているが、極角１０－３０°の範囲のコントラストは極端に低下していること
が分かる。これは、Ｗ画素は正面からの光は漏れてこないが、極角を振った場合に光が漏
れてコントラストが下がったことを示している。
【００５０】
　上記結果から、Ｗ画素のＯＮとＯＦＦを切り替えることで、正面のコントラストの低下
を最小限にしておきながら、極角方向の視野角に対するコントラストが大きく低下してい
ることが分かる。
【００５１】
　これらの結果から、本発明は視野角制御技術としては従来に無い特徴を有しており、特
に新たな部品や液晶パネルを重ねる必要がないので、製造コストを大幅に削減できる。更
に、設計するときにＷ画素の面積の最適化を行うことができ、さらにＷ画素は電圧に応じ
て液晶分子の配向方法を制御できるので、視野角制御の程度を電気的に調整することも可
能になる。これにより、使用者が自由に好みに応じて視野角の調整をすること可能となり
、本発明の大きな利点として挙げられる。
【００５２】
　図１２は、ホモジーニアス配向されたＷ画素における偏光軸と液晶分子のなす角に対す
る正面のコントラスト特性を示す図である。縦軸にコントラスト率、横軸に偏光軸に対す
る液晶分子の角度を示す。偏光軸と液晶分子の倒れる方向のなす角を０°としたとき、す
なわち平行のときのコントラストを１とし、前記角が１乃至７°の場合のコントラスト特
性を示す。
【００５３】
　本発明の性質上、Ｗ画素の電圧をＯＦＦにしたときの液晶分子が倒れる方向は、偏光軸
に対して平行であることがもっとも優位な効果をもたらす。しかしながら、図１２より明
らかなように、前記角が０°（平行）からずれるにしたがい、正面のコントラストが低下
する傾向が見られる。この図からコントラスト７００→１００（１／７＝０．０１５）に
なるためには６°以内にしなければならないことになる。以上より、本発明においては、
Ｗ画素における液晶分子の傾きが偏光軸に対して６°乃至０°の範囲であることがもっと
も好ましい。
【００５４】
　尚、本実施態様においては、ＲＧＢ画素及びＷ画素共に、ＴＮモードを有する液晶表示
パネルを作成したが、例えば、ＲＧＢ画素をＴＮモードとし、Ｗ画素をＶＡモードとする
ことも可能である。また、RGB画素をVAモードとし、W画素をTNモードとすることも可能で
ある。
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　尚、本発明においては、上記において表示素子としてＲＧＢ画素を用いたが、他の色の
画素を表示素子として用いることも可能である。
【００５６】
　更に、本発明は、W画素においては単に光を制御してコントラストを落とす機能だけで
なく、RGBで表示される本来伝えるべき映像や情報とは異なった映像を映し出すことによ
り、視野角を制御する手法も可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】従来の高分子分散液晶パネルを用いた視野角の状態を示す図である。
【図２】本発明の液晶表示素子構造における視野角の状態を示す図である。
【図３】ＲＧＢ画素とＷ画素の配置例を示す概略図である。
【図４】垂直配向方式での液晶動作を示す断面図である。
【図５】垂直配向（ＶＡ）型液晶表示装置におけるＲＧＢ画素とＷ画素の動作方向の違い
を示す概略上面図である。
【図６】ＲＧＢ画素電界ＯＮ、Ｗ画素電界ＯＦＦのときの視野角に対するコントラスト特
性を示す図である。
【図７】ＲＧＢ＝３．３Ｖ、Ｗ＝３．３Ｖのときの視野角に対するコントラスト特性を示
す図である。
【図８】Ｗ画素ＯＮのときのＷ画素における偏光軸と液晶分子のなす角に対する正面のコ
ントラスト特性を示す図である。
【図９】ツイストネマチック（ＴＮ）型液晶表示装置におけるＲＧＢ画素とＷ画素の動作
方向の違いを示す概略上面図である。
【図１０】ＲＧＢ画素電界ＯＦＦ、Ｗ画素電界ＯＮの時の視野角に対するコントラスト特
性を示す図である。
【図１１】ＲＧＢ画素電界ＯＦＦ、Ｗ画素電界ＯＦＦの時の視野角に対するコントラスト
特性を示す図である。
【図１２】ホモジーニアス配向されたＷ画素における偏光軸と液晶分子のなす角に対する
正面のコントラスト特性を示す図である。
【図１３】従来の液晶表示素子の分割配向技術を説明するための概略図である。
【符号の説明】
【００５８】
１　液晶表示パネル
２　高分子分散液晶パネル
３　高分子粒子
４　入射光
５a、 ５b、 ５c　出射光
６a、 ６b、 ６c　出射光
１０　液晶パネル
１１　入射光
１２　出射光
１３　Ｗ画素からの出射光
２０　液晶分子
２１　基板
２２　偏光板
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